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◎
　
二
〇
二
三
年
度
大
会
（
二
〇
二
三
年
八
月
五
日
）

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
大
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

（
Z
o
o
m
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
研
究
報
告
】

野
口
飛
香
留
（
大
学
院
文
学
院
・
博
士
後
期
課
程
・
日
本
史
学
研
究
室
）

	

「
北
朝
天
皇
・
足
利
義
満
と
陰
陽
師
」

長
瀬　

篤
音
（
大
学
院
文
学
院
・
博
士
後
期
課
程
・
東
洋
史
学
研
究
室
）

	

「
後
期
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
に
お
け
る
政
権
樹
立
の
一
例
─
ス
ル

タ
ー
ン
・
マ
フ
ム
ー
ド
・
ミ
ー
ル
ザ
ー
を
中
心
に
」

大
出　

尚
子
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（
R
P
D
））

	

「「
満
洲
国
」
に
お
け
る
皇
産
の
所
有
権
─
「
帝
室
財
産
管
理

令
」
の
制
定
を
中
心
に
」

【
講　
　

演
】

白
木
沢
旭
児
（
日
本
史
学
研
究
室
・
教
授
）

　
「
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
“
和
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
”
に
つ
い
て
」

佐
々
木
文
昭
（
北
海
道
武
蔵
女
子
短
期
大
学
・
名
誉
教
授
）

　
「
鎌
倉
幕
府
北
条
経
時
期
に
お
け
る
訴
訟
制
度
改
革
と
引
付
」

◎
　
二
〇
二
三
年
度
総
会
（
二
〇
二
三
年
八
月
五
日
）

　

大
会
に
引
き
続
い
て
開
催
さ
れ
た
総
会
で
、
北
大
史
学
会
の
委
員
・
会
計
監

査
が
以
下
の
よ
う
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

［
委　
　

員
］�

橋
本
雄
（
日
本
史
学
教
員
）、
吉
田
拓
矢
（
日
本
史
学
教
員
）、

吉
開
将
人
（
東
洋
史
学
教
員
）、
長
谷
川
貴
彦
（
西
洋
史
学
教

員
）、
松
嶌
明
男
（
西
洋
史
学
教
員
）、
高
瀬
克
範
（
考
古
学
教

員
）、
楊
芸
帆
（
日
本
史
学
院
生
）、
富
士
貴
央
（
西
洋
史
学
院

生
）、
彦
山
明
志
（
東
洋
史
学
院
生
）、
加
賀
美
宏
輔
（
考
古
学

院
生
）

［
会
計
監
査
］
川
口
暁
弘
（
日
本
史
学
教
員
）

　

次
に
二
〇
二
二
年
度
の
会
計
報
告
が
行
わ
れ
、
以
下
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

Ⅰ　

収
入
の
部

（
内
訳
）

前
年
度
繰
越
金�

一
、四
〇
五
、〇
〇
四
円

二
〇
二
二
年
度
収
入�

三
四
八
、七
五
八
円

《
細
目
》会

費�

三
三
三
、〇
〇
〇
円

抜
き
刷
り
代�

二
、七
五
〇
円

広
告
代
（
北
大
出
版
会
）�

五
、〇
〇
〇
円

会
誌
販
売
代
金�

八
、〇
〇
〇
円

銀
行
口
座
利
息�

八
円

合
計�

一
、七
五
三
、七
六
二
円

Ⅱ　

支
出
の
部

（
内
訳
）
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二
〇
二
二
年
度
支
出�

二
八
〇
、九
八
七
円

《
細
目
》

『
北
大
史
学
』
六
二
号
・『
史
筵
』
二
〇
号
・
角
5
封
筒

（
印
刷
代
（
含
・
抜
き
刷
り
代
）
お
よ
び
振
り
込
み
手
数
料
）

二
五
一
、五
一
五
円

郵
送
費
（『
北
大
史
学
』・
会
費
請
求
書
等
）�

一
九
、六
四
七
円

交
通
費
（『
北
大
史
学
』
発
送
時
の
タ
ク
シ
ー
代
）	�

一
、七
四
〇
円

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
用
サ
ー
バ
ー
レ
ン
タ
ル
料�

八
、〇
八
五
円

次
年
度
繰
越
金�

一
、四
七
二
、七
七
五
円

合
計�

一
、七
五
三
、七
六
二
円

◎
　�

二
〇
二
二
年
度
卒
業
論
文
・
修
士
論
文
発
表
会

（
二
〇
二
三
年
二
月
二
八
日
）

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
大
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

（
Z
o
o
m
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
卒
業
論
文
発
表
】

佐
藤　

拓
海
（
日
本
史
学
）「
越
後
守
護
代
長
尾
氏
の
権
力
形
成
過
程
─
室
町
期

を
中
心
に
─
」

野
村　

千
晶
（
西
洋
史
学
）「
ウ
ィ
ン
ド
バ
ン
ド
の
誕
生
と
発
展
～
フ
ラ
ン
ス
革

命
期
を
中
心
に
～
」

早
坂　
　

和
（
考
古
学
）　
「
縄
文
の
丸
木
舟
」

【
修
士
論
文
発
表
】

出
野　
　

格
（
東
洋
史
学
）「「
西
征
期
」
中
国
共
産
党
の
経
済
財
政
政
策
─
西

北
辦
事
処
の
文
書
を
中
心
に
─
」

高
橋　

陸
拓
（
西
洋
史
学
）「
道
標
転
換
運
動
に
お
け
る
亡
命
ロ
シ
ア
知
識
人
の

「
大
国
主
義
」
思
想
─
一
九
二
一
─
一
九
二
四
年
─
」

◎
　
二
〇
二
二
年
度
博
士
論
文
・
修
士
論
文
・
学
士
論
文
題
目

【
日
本
史
学
研
究
室
】

●
修
士
論
文

松
本　
　

明
「J. C. 

カ
ッ
タ
ー
の
札
幌
農
学
校
に
お
け
る
講
義
内
容
の
分
析
」

●
学
士
論
文

足
達　

愉
子
「
占
領
期
の
性
産
業
と
そ
の
影
響
」

菊
池　
　

渉
「
内
務
省
警
保
局
の
映
画
検
閲
」

木
須　

栄
寿
「
米
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
資
料
か
ら
み
る
北
海
道
空
襲
─
室
蘭
と

釧
路
を
中
心
に
─
」

佐
藤　

拓
海
「
越
後
守
護
代
長
尾
氏
の
権
力
形
成
過
程
─
室
町
期
を
中
心
に

─
」

鈴
木　

杜
顕
「
郡
内
騒
動
の
地
域
的
背
景
と
甲
州
道
中
」

諏
訪　

貴
之
「「
鎌
倉
殿
御
使
」
と
源
頼
朝
の
西
日
本
進
出
」

髙
橋
功
太
郎
「
古
代
中
世
移
行
期
に
お
け
る
刑
罰
体
系
の
展
開
─
追
討
活
動
に

お
け
る
「
降
人
」
に
着
目
し
て
─
」

塚
本
さ
く
ら
「
平
安
時
代
の
為
政
者
と
仏
師
」

土
田　

知
之
「
播
磨
国
矢
野
荘
例
名
の
領
有
と
寄
進
を
め
ぐ
っ
て
」

中
井　

美
里
「
古
代
の
天
皇
喪
葬
と
葬
司
」

野
口
竜
太
郎
「
謀
略
機
関
と
し
て
の
秋
丸
機
関
の
検
討
」

日
野　

千
春
「
伊
勢
・
賀
茂
斎
王
制
度
の
崩
壊
」

福
本　

大
智
「
細
井
肇
の
大
ア
ジ
ア
主
義
」

松
村　

澪
奈
「
今
川
氏
領
国
に
お
け
る
訴
訟
制
度
」

宮
坂　

拓
実
「
軍
事
救
護
制
度
に
お
け
る
傷
痍
軍
人
対
策
」

森
田　

拳
介
「
藤
原
不
比
等
の
功
封
と
そ
の
伝
世
に
つ
い
て
」
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【
東
洋
史
学
研
究
室
】

●
博
士
論
文

末
森　

晴
賀
「
17
世
紀
オ
ス
マ
ン
朝
─
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
間
の
「
海
賊
」
を
め
ぐ

る
海
上
秩
序
」

●
修
士
論
文

安
藤　

貴
尭
「
ラ
ガ
シ
ュ
第
一
王
朝
に
お
け
る
人
身
売
買
行
為
」

出
野　
　

格
「「
西
征
期
」
中
国
共
産
党
の
経
済
財
政
政
策
─
西
北
辦
事
処
の

文
書
を
中
心
に
─
」

佐
藤　
　

穣
「
帝
国
と
共
和
国
の
あ
い
だ
─
ト
ル
コ
文
学
者
ハ
リ
ト
・
ズ
ィ

ヤ
ー
・
ウ
シ
ャ
ク
ル
ギ
ル
の
回
顧
録
よ
り
─
」

彦
山　

明
志
「
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
の
投
下
領
」

●
学
士
論
文

今
野　

有
彩
「
9
、
10
世
紀
の
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
社
会
に
お
け
る
服
装
規
範
─
衣

服
の
色
に
注
目
し
て
─
」

原
田　

拓
弥
「
戊
戌
政
変
の
契
機
に
つ
い
て
の
再
検
討
」

【
西
洋
史
学
研
究
室
】

●
修
士
論
文

髙
橋　

陸
拓
「
道
標
転
換
運
動
に
お
け
る
亡
命
ロ
シ
ア
知
識
人
の
「
大
国
主

義
」
思
想
─
一
九
二
一
─
一
九
二
四
年
─
」

●
学
士
論
文

太
上
淳
ノ
介
「
近
世
ド
イ
ツ
に
お
け
る
共
同
体
内
部
の
階
層
対
立
」

脇
坂
奈
津
子
「
戦
後
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
人
種
主
義
─
一
九
八
一
年
ブ
リ
ク
ス

ト
ン
暴
動
と
記
憶
─
」

杉
原　
　

諒
「
紀
元
前
ヒ
ス
パ
ニ
ア
に
お
け
る
「
ロ
ー
マ
化
」
と
先
住
民
反
乱

─
セ
ル
ト
リ
ウ
ス
戦
争
を
手
が
か
り
に
─
」

阿
部　
　

亮
「
公
民
権
運
動
期
に
お
け
る
黒
人
女
性
労
働
者
の
闘
争
─

一
九
六
九
年
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
の
病
院
労

働
者
ス
ト
ラ
イ
キ
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
セ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
要
因

と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
展
開
に
つ
い
て
─
」

大
嶽　

航
希
「
戦
後
イ
ギ
リ
ス
の
大
衆
教
育
～
新
自
由
主
義
と
メ
リ
ト
ク
ラ

シ
ー
～
」

小
森　

双
葉
「
一
九
世
紀
に
お
け
る
ド
イ
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
音
楽
活
動

─
ベ
ル
リ
ン
、
ウ
ィ
ー
ン
を
中
心
に
─
」

田
本　

康
大
「
越
境
し
、
変
化
す
る
ジ
ャ
ズ
─
冷
戦
期
ア
メ
リ
カ
の
「
ジ
ャ

ズ
・
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
ズ
」
の
活
動
を
通
し
て
─
」

野
村　

千
晶
「
ウ
ィ
ン
ド
バ
ン
ド
の
誕
生
と
発
展
～
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
を
中
心

に
～
」

前
田　

拓
海
「
イ
ー
ノ
ッ
ク
・
パ
ウ
エ
ル
の
〈
人
種
主
義
〉
─
「
血
の
河
演
説
」

（
一
九
六
八
年
）
の
批
判
的
考
察
─
」

宮
崎　

千
鶴
「
近
世
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
に
お
け
る
魔
女
裁
判
─
糾
問
訴
訟
の
展

開
に
即
し
て
─
」

小
池　

悠
太
「
中
世
盛
期
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
文
書
活
用
の
広
ま
り
」

寺
田　

奈
津
「『
ウ
ィ
ー
ン
包
囲
』
の
文
化
史
的
影
響
」

【
考
古
学
研
究
室
】

●
修
士
論
文

筒
井
彦
七
郎
「
縄
文
文
化
か
ら
続
縄
文
文
化
に
お
け
る
人
類
の
自
然
環
境
へ
の

適
応
」

●
学
士
論
文

榎
本　

尚
弥
「
岩
手
県
宮
野
貝
塚
出
土
石
器
の
使
用
痕
分
析
」

高
橋　

乾
晋
「
宮
の
平
遺
跡
の
遺
跡
形
成
と
祭
祀
遺
構
」

新
関　

輝
之
「
九
州
地
方
に
お
け
る
縄
文
時
代
の
イ
チ
イ
ガ
シ
種
実
利
用
の
研

究
」
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早
坂　
　

和
「
縄
文
の
丸
木
舟
」

舟
木　
　

暁
「
北
海
道
太
平
洋
岸
に
お
け
る
本
土
決
戦
陣
地
の
考
古
学
的
研

究
」

◎
　
研
究
室
便
り

〈
日
本
史
学
研
究
室
〉

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
二
〇
二
三
年
春
に
は
大
き
な
異
動
が
あ
っ
た
。
助
教
の

髙
鳥
廉
氏
が
北
大
を
退
職
し
、
距
離
的
に
は
直
近
の
北
海
道
武
蔵
女
子
短
期
大

学
に
講
師
と
し
て
着
任
し
た
。
わ
ず
か
一
ヶ
年
度
の
在
籍
期
間
と
は
い
え
、
わ

が
北
大
日
本
史
学
研
究
室
、
い
や
歴
史
学
講
座
へ
の
貢
献
度
は
著
し
く
高
く
、

失
っ
た
痛
手
は
何
よ
り
大
き
い
。
髙
鳥
氏
の
新
天
地
で
の
活
躍
を
祈
る
。

　

そ
の
代
わ
り
、
本
研
究
室
で
博
士
課
程
を
修
了
し
た
吉
田
拓
矢
氏
が
、
講
師

と
し
て
我
ら
教
員
陣
に
加
わ
っ
た
。
吉
田
氏
の
専
門
は
日
本
古
代
史
、
専
攻
分

野
は
暦
法
・
天
文
学
。
陰
陽
道
官
人
に
詳
し
く
、
史
料
の
限
ら
れ
て
い
る
日
本

古
代
史
な
の
で
、
史
料
を
非
常
に
大
切
に
す
る
。
彼
の
授
業
を
受
け
る
学
生
は

幸
せ
者
だ
。
ぜ
ひ
そ
の
薫
陶
を
受
け
て
大
成
し
て
欲
し
い
。
も
ち
ろ
ん
、
暦
法

は
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
国
際
関
係
史
と
も
無
縁
で
は
な
い
。

吉
田
氏
に
は
、
広
く
東
ア
ジ
ア
の
な
か
で
日
本
の
古
代
社
会
を
位
置
づ
け
て
ほ

し
い
と
願
う
。

　

そ
し
て
、
川
口
暁
弘
氏
が
教
授
に
昇
任
さ
れ
た
。
川
口
氏
の
貢
献
は
大
き

く
、
よ
う
や
く
教
授
か
、
と
い
う
感
慨
で
あ
る
。
誰
し
も
が
そ
う
し
た
思
い
を

懐
く
こ
と
だ
ろ
う
。
今
後
の
氏
の
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
祈
念
し
た
い
。

　

新
二
年
生
は
十
二
名
で
あ
っ
た
。
例
年
よ
り
や
や
少
な
め
だ
が
、
そ
れ
で
も

新
た
な
若
人
が
来
て
く
れ
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
。
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
途
絶

し
て
い
た
研
修
旅
行
が
三
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
。
こ
の
行
事
は
我
が
研
究
室
で

新
二
年
生
が
行
な
う
恒
例
の
も
の
で
、
我
々
教
員
が
一
名
付
き
添
う
こ
と
と

な
っ
て
い
る
（
今
回
の
引
率
者
、
と
い
う
よ
り
追
従
者
は
筆
者
橋
本
）。
今
回

の
訪
問
地
は
広
島
県
。
細
か
く
踏
査
地
を
挙
げ
れ
ば
、
広
島
平
和
記
念
資
料

館
・
宮
島
（
厳
島
神
社
ほ
か
）・
広
島
城
・
呉
市
界
隈
（
呉
市
海
事
歴
史
科
学

館
（
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）・
海
上
自
衛
隊
呉
史
料
館
（
て
つ
の
く
じ
ら
館
））・

三
原
佛
通
寺
・
尾
道
千
光
寺
・
鞆
の
浦
・
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
（
ふ
く
や
ま

草
戸
千
軒
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）・
福
山
城
、
と
な
る
。
新
二
年
生
諸
氏
は
、
日
を

逐
う
ご
と
に
親
睦
を
深
め
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
日
頃
授
業
等
で
見
せ
る
顔
と

は
違
う
一
面
が
窺
え
た
こ
と
も
貴
重
で
あ
っ
た
。
と
に
か
く
、
楽
し
か
っ
た
思

い
出
し
か
な
い
。
参
加
者
も
そ
う
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
た
い
。

　

近
世
史
の
動
向
に
つ
い
て
記
す
。
教
授
の
谷
本
晃
久
氏
が
中
心
と
な
っ
て
、

昨
年
に
引
き
続
き
八
月
に
附
属
図
書
館
所
蔵
未
整
理
北
方
資
料
の
調
査
を
実
施

し
た
。
旧
場
所
請
負
商
人
伊
達
家
関
連
文
書
と
旧
越
後
高
田
藩
士
白
石
家
関
連

文
書
で
構
成
さ
れ
る
史
料
群
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
ま

た
、
十
二
月
に
は
四
年
ぶ
り
に
松
前
で
の
古
文
書
調
査
合
宿
を
再
開
す
る
。
今

回
は
旧
松
前
藩
社
頭
家
の
未
整
理
文
書
が
対
象
で
、
松
前
藩
政
史
・
近
世
宗
教

社
会
史
の
新
た
な
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　

近
代
史
の
動
向
。
教
授
の
白
木
沢
旭
児
氏
は
、
二
〇
二
三
年
八
月
、
近
代
史

専
攻
の
専
門
研
究
員
や
院
生
有
志
と
と
も
に
天
塩
町
に
赴
い
て
、
天
塩
川
歴
史

資
料
館
所
蔵
資
料
の
第
一
次
整
理
作
業
を
行
な
っ
た
。
戦
後
の
農
協
資
料
・
漁

協
資
料
な
ど
を
中
心
に
、
段
ボ
ー
ル
箱
で
一
六
四
箱
分
を
整
理
し
た
。

　

一
方
、
教
授
の
川
口
暁
弘
氏
は
、
学
部
演
習
の
一
環
で
、
九
月

二
十
三
・
二
十
四
日
に
一
泊
二
日
の
定
山
渓
合
宿
を
実
施
し
た
。
幹
事
も
含
め

て
ひ
と
り
と
し
て
ゼ
ミ
合
宿
を
経
験
し
た
者
が
な
く
、
ま
っ
た
く
の
手
探
り
で

あ
っ
た
が
、
参
加
し
た
学
生
諸
君
は
皆
楽
し
か
っ
た
よ
う
だ
。
温
泉
や
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
に
気
を
と
ら
れ
て
肝
心
の
文
献
講
読
が
疎
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ

た
か
心
配
で
あ
り
、
後
期
の
授
業
で
そ
の
成
果
を
確
認
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
さ
て
そ
の
結
果
や
如
何
。�

（
文
責
：
橋
本
）
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〈
東
洋
史
学
研
究
室
〉

　

本
年
十
月
現
在
、
東
洋
史
学
研
究
室
は
、
教
員
三
名
、
大
学
院
・
博
士
課
程

五
名
、
修
士
課
程
二
年
生
四
名
、
一
年
生
二
名
、
研
究
生
一
名
、
学
部
・
四
年

生
六
名
、
三
年
生
一
〇
名
、
二
年
生
五
名
、
学
振
特
別
研
究
員
R
P
D
一
名

の
、
計
三
十
七
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

文
学
部
・
文
学
院
と
も
に
、
す
で
に
コ
ロ
ナ
規
制
は
解
除
さ
れ
、
学
内
の
す

べ
て
は
二
〇
一
九
年
以
前
の
状
況
に
戻
っ
た
感
が
あ
り
、
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
る
。

　

本
研
究
室
と
海
外
と
の
関
係
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
二
〇
二
三
年
度
夏

季
の
サ
マ
ー
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
で
は
、
モ
ロ
ッ
コ
か
ら
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
サ

ラ
ー
ム
・
シ
ャ
ッ
ダ
ー
デ
ィ
ー
氏
を
お
迎
え
し
、
集
中
講
義
に
は
多
く
の
院

生
・
学
部
生
が
参
加
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
留
学
へ
と
旅
立
っ
た
博
士
課
程

三
年
生
の
髙
橋
稜
央
氏
も
、
無
事
ス
ペ
イ
ン
か
ら
帰
国
し
た
。
院
生
・
学
部
生

の
中
に
は
、
ト
ル
コ
、
ボ
ス
ニ
ア
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
台
湾
に
史
料
調
査
や
短
期
留

学
、
観
光
旅
行
に
出
か
け
る
者
も
次
々
と
現
れ
て
お
り
、
頼
も
し
い
限
り
で
あ

る
。
た
だ
し
、
か
つ
て
本
研
究
室
で
盛
ん
で
あ
っ
た
中
国
へ
の
渡
航
や
留
学
に

つ
い
て
は
、
も
う
少
し
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
へ
の
語
学
留
学

を
望
ん
だ
学
部
生
も
、
キ
ル
ギ
ス
に
行
き
先
を
変
え
た
。
と
も
に
中
露
に
関
係

す
る
国
際
情
勢
、
現
地
の
社
会
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
今
や
イ
ス
ラ
エ
ル

周
辺
も
ま
た
危
う
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
東
洋
史
学
が
学
問
と
し
て
抱
え
る
地
政

学
的
リ
ス
ク
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

そ
の
他
、
本
研
究
室
関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
は
、
長
年
に
わ
た
り
研
究
室

に
多
く
の
貢
献
を
し
て
く
れ
た
末
森
晴
賀
氏
が
博
士
号
を
取
得
し
、
東
京
外
大

受
け
入
れ
の
学
振
特
別
研
究
員
P
D
と
し
て
新
天
地
へ
と
向
か
っ
た
こ
と
を
特

記
し
て
お
く
。
ま
た
、
吉
開
が
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
を
取
得
し
た
二
〇
二
三
年
度
前

期
に
は
、
研
究
室
O
B
の
鷲
尾
浩
幸
氏
が
非
常
勤
講
師
を
担
当
し
て
く
れ
た
こ

と
も
記
録
し
て
お
き
た
い
。

　

な
お
本
研
究
室
で
は
、
太
田
敬
子
教
授
の
急
逝
以
来
、
そ
の
欠
員
補
充
を
執

行
部
に
強
く
求
め
続
け
て
き
た
が
、
先
頃
よ
う
や
く
新
規
教
員
の
採
用
枠
が
与

え
ら
れ
、
公
募
を
経
て
、
目
下
選
考
作
業
中
で
あ
る
。
次
号
の
本
欄
で
は
、
三

人
体
制
の
終
了
と
、
四
人
体
制
の
始
動
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
無
事
報
告
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。�

（
執
筆
担
当
：
吉
開
）

〈
西
洋
史
学
研
究
室
〉

　

本
年
度
の
西
洋
史
学
研
究
室
は
、
教
員
六
名
（
山
本
先
生
含
む
）、
専
門
研

究
員
一
名
、
院
生
十
一
名
、
卒
論
執
筆
年
次
生
十
七
名
、
三
年
次
生
九
名
、
二

年
次
生
十
五
名
の
総
勢
五
十
九
名
と
な
り
ま
し
た
。
博
士
課
程
在
籍
者
が
少
な

い
と
い
う
長
年
の
懸
案
事
項
は
あ
り
ま
す
が
、
お
お
む
ね
安
定
し
た
状
態
と
考

え
ま
す
。

　

さ
て
、
西
洋
史
学
研
究
室
で
は
、
教
員
ス
タ
ッ
フ
に
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
数
年
、
当
研
究
室
の
教
授
と
本
学
の
副
学
長
の
「
二
足
の
草
鞋
」

を
履
い
て
こ
ら
れ
た
山
本
文
彦
先
生
が
、
本
年
度
か
ら
は
副
学
長
と
し
て
本
学

の
運
営
と
改
革
の
推
進
に
専
念
す
る
こ
と
と
な
り
、
す
べ
て
の
講
義
と
ゼ
ミ
か

ら
退
か
れ
ま
し
た
。
山
本
先
生
は
、
こ
れ
か
ら
は
副
学
長
職
に
あ
る
限
り
、

「
そ
ち
ら
に
フ
ル
コ
ミ
ッ
ト
」
と
な
り
ま
し
た
が
、
先
生
の
献
身
ぶ
り
と
成
し

遂
げ
た
成
果
に
お
い
て
、
寶
金
総
長
か
ら
の
信
任
も
特
段
に
篤
い
と
の
こ
と
で

す
。
今
回
、
研
究
室
の
枠
組
み
の
中
で
、
山
本
先
生
と
顔
を
合
わ
せ
な
が
ら
、

学
び
、
働
く
機
会
が
失
わ
れ
た
こ
と
は
、
西
洋
史
学
と
し
て
は
寂
し
く
か
つ
残

念
な
こ
と
で
す
。
で
す
が
、
北
大
の
将
来
を
考
え
れ
ば
、
ぜ
ひ
先
生
に
は
後
顧

の
憂
い
な
く
副
学
長
と
し
て
の
お
仕
事
に
邁
進
し
て
く
だ
さ
い
と
、
笑
っ
て
送

り
出
す
べ
き
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
山
本
先
生
は
西
洋
史
学
研

究
室
か
ら
外
れ
た
の
で
は
な
く
、
籍
は
研
究
室
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
先
生

が
、
も
し
定
年
ま
で
に
副
学
長
か
ら
外
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
研
究
室
に
戻
っ

て
授
業
を
担
当
な
さ
る
こ
と
も
で
き
る
と
う
か
が
っ
て
お
り
ま
す
。
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さ
て
、
山
本
先
生
が
副
学
長
職
に
専
念
な
さ
る
こ
と
と
な
り
、
ご
担
当
だ
っ

た
西
洋
中
世
近
世
の
授
業
・
ゼ
ミ
は
ど
う
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
優
れ
た
新
任

教
員
に
よ
っ
て
す
で
に
リ
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
学
の
輩
出
し
た

西
洋
史
学
研
究
者
の
中
で
も
、
そ
の
力
量
で
学
界
に
北
大
の
生
ん
だ
逸
材
と
し

て
知
ら
れ
る
安
酸
香
織
先
生
が
、
日
本
大
学
国
際
関
係
学
部
の
助
教
か
ら
転
ず

る
形
で
、
本
年
四
月
に
講
師
と
し
て
西
洋
史
学
研
究
室
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
先
生
は
、
山
本
先
生
の
授
業
・
ゼ
ミ
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぐ
形
で
の
ご
担

当
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
本
人
に
は
重
圧
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
移
行

は
ス
ム
ー
ズ
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
幸
い
で
す
。�

（
執
筆
：
松
嶌
）

〈
考
古
学
研
究
室
〉

　

二
〇
二
二
年
度
の
考
古
学
研
究
室
の
構
成
員
は
、
教
員
三
名
（
文
学
院
に
参

加
し
て
い
る
他
部
局
所
属
の
教
員
を
合
わ
せ
る
と
総
数
六
名
）、
博
士
後
期
課

程
三
名
、
修
士
課
程
五
名
、
学
部
生
八
名
の
計
一
九
名
で
す
。

　

豊
浦
町
の
礼
文
華
遺
跡
発
掘
調
査
（
第
十
二
回
）
を
、
今
年
も
予
定
通
り
実

施
で
き
ま
し
た
（
二
〇
二
三
年
八
月
二
五
日
～
九
月
一
七
日
）。
期
間
中
、
礼

文
華
小
学
校
児
童
の
体
験
発
掘
、
礼
文
華
遺
跡
で
の
一
年
生
向
け
の
授
業
で
あ

る
一
般
教
育
演
習
（
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
）
も
あ
わ
せ
て
実
施
し
ま
し

た
。
豊
浦
町
で
の
実
習
は
今
年
が
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。
豊
浦
町
教
育
委
員

会
・
豊
浦
町
役
場
、
豊
浦
町
郷
土
研
究
会
・
礼
文
華
地
区
の
方
々
に
は
、
小
幌

洞
窟
遺
跡
の
調
査
を
開
始
し
た
二
〇
〇
六
年
か
ら
一
八
年
間
の
な
が
き
に
わ

た
っ
て
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り

て
、
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
後
、
最
終
的
な
発
掘
調
査
報
告
書
を

刊
行
し
、
資
料
を
地
元
で
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

小
杉
教
授
は
、
科
研
「
縄
文
文
化
『
続
縄
文
期
』
に
お
け
る
海
獣
狩
猟
集
落

の
研
究
」
と
考
古
学
実
習
・
考
古
学
特
別
実
習
と
し
て
実
施
し
て
き
た
礼
文
華

遺
跡
の
発
掘
調
査
報
告
書
の
作
成
に
向
け
て
一
年
を
通
し
て
資
料
整
理
・
分
析

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
合
間
に
『
考
古
学
研
究
室
研
究
紀
要
』
第
二
号
の
編
集

を
終
え
、
無
事
刊
行
し
ま
し
た
。
文
学
院
教
員
と
し
て
大
学
院
教
育
に
参
画
し

て
い
る
中
澤
祐
一
助
教
も
執
筆
陣
に
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
一
般
財
団

法
人
北
海
道
開
発
協
会
発
行
の
広
報
誌
『
開
発
こ
う
ほ
う
』
で
二
〇
二
二
年
八

月
号
か
ら
一
年
間
に
わ
た
っ
て
連
載
「
北
海
道
で
！
縄
文
を
知
る
：
縄
文
世
界

遺
産
〈
か
っ
て
に
フ
ッ
ト
パ
ス
〉」（
十
二
回
）
を
考
古
学
研
究
室
と
北
大
埋
蔵

文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
の
教
員
を
執
筆
陣
に
し
て
企
画
し
ま
し
た
。
北
海
道
の

縄
文
文
化
の
紹
介
と
道
内
に
あ
る
縄
文
世
界
遺
産
の
七
遺
跡
を
最
寄
り
の
J
R

の
駅
か
ら
歩
い
た
紀
行
文
と
で
構
成
、
歩
行
の
累
計
踏
破
距
離
は
二
〇
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
超
え
ま
し
た
。

　

高
瀬
教
授
は
、
二
〇
〇
三
年
七
月
に
遠
軽
町
で
行
わ
れ
たInternational 

O
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で
発
表
を
行
う
と
と
も
に
、
実
行
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
会
議
の
運
営
に
携
わ
り
ま
し
た
。
研
究
面
で
は
自
ら

が
代
表
を
つ
と
め
る
科
研
費
で
遺
跡
出
土
動
物
骨
の
同
位
体
分
析
を
進
め
た
ほ

か
、
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
分
担
者
と
し
て
奥
尻
島
青
苗
遺
跡
で
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
や
道
南
で
の
資
料
調
査
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
欧
米
の
大
学
か
ら

の
大
学
院
生
の
受
け
入
れ
も
昨
年
よ
り
も
増
え
、
五
名
程
度
が
北
海
道
で
実
施

す
る
研
究
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

國
木
田
准
教
授
は
、
二
〇
二
〇
年
度
か
ら
引
き
続
き
「
土
器
の
年
代
と
使
用

法
の
化
学
的
解
明
」（
学
術
変
革
領
域
A
）
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
、
新
た
に
「
生
業
動
態
か
ら
み
た
擦
文
文
化
の
分
布
拡

大
要
因
」（
基
盤
研
究
B
）
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
他
に
、
シ
ブ
ノ
ツ
ナ
イ
竪

穴
住
居
群
（
湧
別
町
）
調
査
検
討
委
員
会
へ
の
出
席
や
、
二
〇
二
二
年
度
縄
文

遺
跡
群
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
講
座
（
十
二
月
）
の
担
当
、「
北
海
道
に

お
け
る
縄
文
世
界
遺
産
の
拠
点
機
能
の
あ
り
方
に
関
す
る
懇
談
会
」
の
構
成
員

を
務
め
ま
し
た
。

　

今
年
の
考
古
学
研
究
室
か
ら
は
学
部
卒
業
生
五
名
、
修
士
修
了
生
一
名
が
巣
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立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
希
望
の
進
路
へ
と
進
み
ま
し
た
。
北
大
で
の
経
験
を
い
か
し

て
、
社
会
で
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。�

（
文
責
：
高
瀬
）
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